
♦1年以上月16回以上継続理由書につきまして

今回のバージョンアップにより、厚生労働省より令和3年4月28日付「保発0428号第1号」にて

通達がありました、「長期・頻回な施術」に関する対応を行っております。

下記の厚生労働省HPのURLを参照して下さい。

https://www.mhlw.go.jp/bunya/iryouhoken/iryouhoken13/01.html

1.継続施術・頻回管理画面

画面構成が変更になっています。

1年以上月16回以上継続理由書マニュアル

業務帳票印刷をクリックします

継続施術・頻回管理をクリックします

名称が「施術継続理由・状態記入書」から

「継続施術・頻回管理」と変更になっています。

https://www.mhlw.go.jp/bunya/iryouhoken/iryouhoken13/01.html


1年以上月16回以上継続理由書マニュアル

①　抽出条件について

抽出条件については、下記の3つ設定する項目がございます。

★1年以上/月16回以上施術がある利用者(施術継続理由書)

・・・・　該当月にて、初療日から1年以上経過しており、施術回数が16回以上ある利用者を抽出します。

★頻回な施術の利用者(頻回施術計画書)

・・・・　初療日から2年以上施術が継続している人が対象。直近2年間の施術頻回の回数で絞り込み可能です。

★全利用者

・・・・　抽出年月に実績のある全利用者を抽出します。

②　施術頻回カウントの頻回確認ボタンについて

施術頻回カウントの「頻回確認」ボタンを押下することで、直近2年間の施術回数を

確認することができます。

直近2年間の施術回数を参照できます。

施術回数が16回以上の場合は、赤背景で表示

されます。



1年以上月16回以上継続理由書マニュアル

初療日から、2年経過をしていない利用者について、頻回確認ボタンを押下すると

下記のようなメッセージが出力されます。

(施術頻回に関しては、初療日から2年以上経過している方が対象となります。)

③　1年以上月16回以上継続理由書の書式選択について

継続施術・頻回管理画面にて、設定→施術継続理由・状態記入書の様式にて

令和3年7月以降の書式か令和3年6月以前の様式か選択することが可能となっております。

過去月分の再提出の場合など、旧様式で印字したい場合は、設定を変更することにより

印字が可能となります。

④　帳票の出力について

継続施術・頻回管理画面にて、帳票出力をクリックします。

出力対象の利用者にチェックをつけて

クリックします

書式を選択することが可能です。



1年以上月16回以上継続理由書マニュアル

下記の帳票を出力することができます。

・1年以上月16回以上施術継続理由・状態記入書

・頻回な施術を必要とした詳細な理由及び今後の施術計画書

※1年以上月16回以上施術継続理由・状態記入書の「施術月」を印字させたい場合は、

上記の「過去の頻回施術月を表示する」にチェックを入れて下さい。

過去の施術月に関しては、直近の頻回施術月から最大5回分印字されます。

運用に応じて、本機能を使用するか手書き運用するかご判断下さい。

※頻回な施術を必要とした詳細な理由及び今後の施術計画書に関しては、

患者氏名・生年月日等基本的な情報は印字されますが

「1.頻回な施術を必要とした詳細な理由について」「2.今後の施術計画について」

に関しては、印字されませんので手書きでの運用をお願い致します。



1年以上月16回以上継続理由書マニュアル

補足事項

施術頻回カウントの「計画済」について

「長期頻回通知」が届いた利用者様で、翌月も月16回以上施術を行った場合に

頻回な施術を必要とした詳細な理由及び今後の施術計画書を提出した場合に、下記の操作を行います。

利用者情報の「頻回施術計画を提出済み」にチェックをつけて、計画書提出月を入力して保存します。

「計画済」と表示されます



1年以上月16回以上継続理由書マニュアル

利用者データで登録した、「頻回な施術を必要とした詳細な理由及び今後の施術計画書」

の「頻回施術計画書を提出済み」のチェックと「計画書提出月」に関しては

上記の施術頻回内訳の「頻回施術計画書」と「計画書提出月」に反映致します。

確認用にご利用下さい。


